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　広報ひだか2015.5月号 2

歳 出

歳 入地方交付税（37.9%）
1,533,501

町税（15.7%）
633,996

繰入金（12.9%）
520,590

分担金・負担金
使用料・手数料
財産収入・寄附金
繰越金・諸収入（5.5%）
218,341

国庫支出金（7.3%）
297,005 県支出金（8.9%）

360,071

地方譲与税
地方消費税交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金など（3.1%）
128,800

町債（8.7%）
349,700

依存財源（65.9%）
26億6,907万7千円

予備費（0.2%）
7,000

議会費（2.0%）
79,542

総務費（12.0%）
487,394

民生費（32.0%）
1,292,031

衛生費（10.5%）
426,261

※一般会計予算をもとに、平成27年3月末の人口7,890人で試算しています。

農林水産業費（11.2%）
451,288

商工費（1.8%）
72,554

土木費（4.7%）
191,329

消防費（6.3%）
253,269

災害復旧費（0.0%）
2,100

教育費（11.0%）
443,588

公債費（8.3%）
335,648

町民１人あたりでは… 

総務費
　…  61,774円
民生費
　… 163,756円
衛生費
　…  54,025円
農林水産業費
　…  57,197円
土木費
　…  24,250円
消防費
　…  32,100円
教育費
　…  56,222円
公債費
　…  42,541円
その他
　…  20,430円

使われるお金 
（見込額） 

80,354円 512,295円

お納めいただく町税 
（見込額） 

人件費
（18.0%）
729,815

物件費
（23.6%）
952,238

補助費等
（13.9%）
561,703

扶助費
（10.7%）
431,141

維持補修費
（1.0%）
39,932

予備費
（0.2%）
7,000

繰出金
（12.4%）
500,408

積立金
（0.0%）
510

公債費
（8.3%）
335,648

普通建設事業費
（11.9%）
481,509

災害復旧事業費
（0.0%）
2,100

消
　
　
費
　

　

的　
　

経　
　

費

自主財源（34.1%）
13億7,292万7千円

投資的
経費

海と緑と人が結び合う 笑顔あふれる定住拠点 
“ みんなの日高 ” 

特　　別　　会　　計

10億9,326万3千円

3,628万2千円

3億4,290万3千円

7億7,343万5千円

1億7,122万3千円

24億1,710万6千円

予　　算　　額会　　計　　名

計

国民健康保険特別会計

土 地 取 得 特 別 会 計

下水道事業特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

後期高齢者医療特別会計

収　益　的　収　入
収　益　的　支　出
資　本　的　支　出

2億5,008万7千円

2億7,215万8千円

1億5,893万円

水　道　事　業　会　計　予　算　額

64億5,911万円平成27年度
予算総額

平成27年度 主要施策と予算額
◆小学校支援員の配置（7名）・・・・・・・・・・・・・・・ 15,950
◆中学校支援員の配置（3名）・・・・・・・・・・・・・・・・ 6,836
◆学校給食費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80,006
 

◆高齢者外出支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 10,769
◆配食サービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,274
◆シルバー人材センター補助金・・・・・・・・・・・・・・・ 2,400
◆見守りサービス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 390
◆徘徊高齢者位置探索サービス・・・・・・・・・・・・・・・・ 251
  

◆有害鳥獣捕獲報償金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,233
◆農作物鳥獣害防止対策促進事業補助金・・ 2,050
◆狩猟免許取得支援事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・ 153
 

◆固定資産台帳・公共施設等総合管理計画策定・・・ 8,100
◆社会保障・税番号制度導入システム改修・・・・ 34,117
◆予防接種・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 35,044
　ヒブワクチン、肺炎球菌ワクチン、子宮頸がんワクチン等
◆新規就農・経営継承総合支援事業補助金・・・・ 2,250
◆小規模土地改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,400
◆漁港施設機能保全事業（小浦・比井・田杭漁港）・・・ 27,500
◆温泉館運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49,231
◆橋梁点検事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 50,000
◆比井小学校川添線改良事業（工事）・・・・・ 22,000
◆高家中央線改良事業（測量設計）・・・・・・・・ 20,000
◆紀の国わかやま国体関係経費・・・・・・・・・・・・ 35,797
◆武道館柔道畳購入・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4,955

◆ため池ハザードマップ作成および一斉点検・・・・ 33,800
◆ため池等整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13,256
　大船河池（小浦地区）仮設道路・堤体工
◆漁村再生交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100,000
　比井漁港 避難施設（用地購入および工事）
◆住宅耐震診断・補強設計・改修・・・・・・・・・・・・・ 5,716
◆避難広場整備工事委託金・・・・・・・・・・・・・・・・ 28,200
◆防災計画策定業務委託料・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,400
◆防災コミュニティ公園構想検討委託料・・・・・ 1,480
◆防災行政無線デジタル化事業・・・・・・・・・・・・ 79,278
◆防災行政無線戸別受信機の無償貸与・・・ 12,977
◆日高中学校屋内運動場非構造部材耐震改修事業・・ 51,053
 
◆児童手当・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 144,600
◆保育所運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 213,232
◆志賀保育所駐車場用地購入・・・・・・・・・・・・・・ 5,460
◆広域入所負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25,344
◆病児病後児保育負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 567
◆ひとり親家庭医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7,800
◆妊婦医療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,800
◆学童保育所運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11,156
◆志賀学童保育所整備事業（監理+工事）・・ 35,100
◆内原学童保育所整備事業（用地購入+設計）・・ 15,354
◆地域子育て支援センターの運営・・・・・・・・・・・ 7,453
◆妊婦健康診査費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,046
◆一般不妊治療費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,000

東南海・南海地震に備えた防災対策
（単位：千円）

一般会計＋特別会計 平成27年度 一般会計予算（40億4,200万4千円）の構成図
（単位：千円） 

公　営　企　業　会　計

歳出の
性質別
内　訳

少子化対策・子育て環境の充実
その他の施策

鳥獣害対策の強化

高齢化対策の充実と買い物弱者支援
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・
し

ご
と
創
生
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
」と
、今
後
５
か
年
の
政
府
の
施
策
の
方
向
を
示
す「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、本
町
に
お
き
ま
し
て
も
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
、「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」お
よ
び「
地
方
版
総
合
戦
略
」を
策
定
し
、将
来
展
望
に
基
づ
く
中

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、地
域
の
実
情
や
可
能
性
を
踏
ま
え
た
施
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
度
の
国
の
地
方
財
政
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、地
方
が
安
定
的
に
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
地
方
一
般
財
源
の
総
額
は
、景
気
の
回
復
基
調
に
よ

る
地
方
税
の
増
収
な
ど
に
加
え
、安
倍
内
閣
が
重
点
施
策
に
掲
げ
る
地
方
創
生
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要
な
経
費
と
し
て
１
兆
円
が
新
た
に
計
上
さ
れ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、前
年
度
に
比
較
し
て
１
兆
２
千
億
円
、２
・
０
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、地
方
税
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
危
機
対
応
と
し
て
加
算
配
分
さ
れ
て
き
た「
別
枠
加

算
」が
、約
４
千
億
円
減
額
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、前
年
度
に
引
き
続
き
地
方
交
付
税
総
額
が
減
額
と
な
り
、地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
、依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、防
災
対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、高
齢
者
対
策
、子
育
て
支
援
は
、な
お
一
層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、様
々
な
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
も
、引
き
続
き
堅
実
な
財
政
運
営
を
堅
持
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
果
敢
に
遂
行
し

て
き
た
行
財
政
改
革
を
継
続
し
、子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、一
般
会
計
予
算
は
、過
去
10
年
間
で
最
大
規
模
と
な
る
40
億
４
千
２
百
万
４
千
円
、前
年
度

比
２
・
７
％
の
増
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
、土
地
取
得
、下
水
道
事
業
、介
護
保
険
、後
期
高
齢
者
医
療
の
５
つ
を
合
わ
せ
た
特
別
会

計
予
算
は
、24
億
１
千
７
百
10
万
６
千
円
で
、一
般
会
計
を
含
め
た
予
算
総
額
は
、64
億
５
千
９
百
11
万
円
、

前
年
度
比
４
・
５
％
の
増
で
ご
ざ
い
ま
す
。

日高町長　松本 秀司
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防
災
対
策
の
拡
充

　
　

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
　
　

大
規
模
災
害
時
の
業
務
継
続
計
画
を
整
備

地
震
・
津
波
へ
の
対
策

　
　
　
　
　
　
　

住
宅
の
耐
震
化
の
促
進

　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
め
池
等
整
備
事
業
の
継
続

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
に
よ
る
地
震
・
津
波
等
に
よ
る
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
、ま

だ
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、内
閣

府
の
有
識
者
会
議
か
ら
は
、南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
津
波
予
測
と
被
害

想
定
が
発
表
さ
れ
、県
か
ら
も
巨
大

地
震
に
よ
る
津
波
浸
水
予
測
図
が
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
町
で
は
一
昨
年
度
に
お
い
て
、

地
域
防
災
計
画
の
大
幅
な
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
や
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。ま
た
、昨
年
度
に
お
い
て
は
、避

難
所
簡
易
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
調
査
や
避

難
勧
告
等
の
判
断
・
伝
達
マ
ニ
ュ
ア

ル
、職
員
の
災
害
初
動
対
策
時
に
お

け
る
行
動
指
針
と
な
る
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
等
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。今
年
度
は
、大
規
模
災
害

の
発
生
時
に
お
い
て
、利
用
で
き
る

資
源
に
制
約
が
あ
る
も
と
で
、優
先

し
て
実
施
す
べ
き
業
務
等
に
つ
い
て

検
討
・
選
定
す
る
な
ど
、町
の
行
政

機
能
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
業
務
継

続
計
画
を
整
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、平
成
25
年
度
か
ら
３
か

年
計
画
で
整
備
し
て
ま
い
り
ま
し
た

防
災
行
政
用
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
工

事
が
、今
年
度
で
完
了
す
る
予
定
で

あ
り
、使
用
電
波
が
現
在
の
ア
ナ
ロ

グ
波
か
ら
、す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
波
に

移
行
し
ま
す
。こ
れ
に
伴
い
、現
在
各

家
庭
で
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
戸
別

受
信
機
で
は
、デ
ジ
タ
ル
波
を
受
信

で
き
な
い
た
め
、新
た
に
デ
ジ
タ
ル

波
対
応
の
戸
別
受
信
機
を
購
入
し
、

難
聴
区
域
の
希
望
世
帯
に
無
償
貸
与

で
き
る
よ
う
体
制
を
整
備
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、私
の
公
約
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
ま
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
の
整

備
計
画
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、町
内
に
既
存
す
る
住
民
公

園
等
を
活
用
し
、防
災
時
の
機
能
を
兼

ね
備
え
た
防
災
公
園
の
整
備
を
検
討

す
る
も
の
で
、平
常
時
に
は
地
域
住
民

の
憩
い
の
場
と
し
て
、子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、楽
し
く
過
ご
せ
る
公
園

に
整
備
す
る
と
と
も
に
、災
害
時
に
は

住
民
の
一
時
避
難
場
所
と
し
て
活
用

で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
る
も
の
で

す
。町
民
の
み
な
さ
ま
の
命
を
守
る
こ

と
を
主
眼
に
捉
え
、安
心
し
て
憩
え
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
場
所
と

し
て
、有
効
活
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、住
民
の
み
な
さ
ま
が

迅
速
に
安
全
な
高
台
へ
避
難
で
き
る

よ
う
津
波
避
難
路
や
避
難
誘
導
灯
の

整
備
等
を
進
め
る
ほ
か
、各
自
主
防

災
組
織
の
み
な
さ
ま
と
連
携
し
て
、

資
機
材
の
導
入
や
避
難
訓
練
の
実
施

等
、地
域
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、平
成
16
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、住
宅
の
耐

震
化
を
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、比
井
地
区
に
お
い
て
は
、津

波
対
策
と
し
て
漁
村
再
生
交
付
金
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。今
年
度
は
、避
難
道
路
の
用
地
買

収
並
び
に
工
事
を
実
施
し
、漁
港
・

漁
村
の
総
合
的
な
防
災
機
能
の
強

化
・
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、災

害
に
強
い
漁
業
地
域
の
整
備
と
、地

区
住
民
は
も
と
よ
り
漁
業
地
域
に
お

け
る
就
労
者
・
来
訪
者
の
安
全
を
確

保
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
地
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、地
震
お
よ
び
集
中
豪
雨
に
よ
る

堤
防
の
決
壊
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

小
浦
地
区
大
船
河
池
に
お
い
て
、た

め
池
等
整
備
事
業
を
引
き
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、産
湯
地
区
小
谷
上
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池
に
お
い
て
事
業
計
画
概
要
書
を
作

成
し
、平
成
28
年
度
の
新
規
採
択
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。ま

た
、農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
よ

り
、町
内
39
か
所
の
た
め
池
に
つ
い

て
浸
水
被
害
区
域
を
想
定
す
る
、た

め
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

ほ
か
、38
か
所
の
た
め
池
に
つ
い
て

一
斉
点
検
を
行
い
、堤
防
お
よ
び
た

め
池
施
設
の
老
朽
度
を
点
検
い
た
し

ま
す
。

　

治
水
防
災
対
策
で
は
、阿
尾
地
区
急

傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
実
施
に
併

せ
、集
落
裏
山
の
海
抜
20
メ
ー
ト
ル
の

つ
い
て
も
、18
歳
ま
で
対
象
を
引
上

げ
、よ
り
一
層
、住
民
の
み
な
さ
ま
の

健
康
支
援
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、福
祉
施
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、公
的
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
各
分
野
ご

と
に
整
備
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、急
速

な
高
齢
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

変
容
に
よ
る
人
と
人
の
つ
な
が
り
の

希
薄
化
、独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
、

ひ
と
り
親
世
帯
の
増
加
等
の
要
因
も

相
ま
っ
て
、さ
ら
な
る
地
域
福
祉
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
充
実
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
中
で
、

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
地
域
福
祉

計
画
」に
お
い
て「
健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
日
高
」を
掲
げ
、日
高
町
に

暮
ら
す
一
人
ひ
と
り
の
住
民
が
安
心

で
き
る
地
域
福
祉
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。そ
の
実
現
の
た
め
、豊
か
な
自

然
環
境
や
隣
近
所
の「
つ
な
が
り
」「
支

え
合
い
」「
交
わ
り
」「
結
び
つ
き
」を
根

幹
と
し
た
地
域
福
祉
の
確
立
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
た「
子
ど
も
子
育
て
支
援
計

画
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、一

昨
年
度
か
ら
開
設
し
、大
変
好
評
を
い

中
腹
に
一
時
避
難
所
を
設
け
、区
民
全

員
が
避
難
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
工

事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
だ
い
て
お
り
ま
す
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、利
用
者
の

み
な
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
・

ご
要
望
等
を
基
に
、よ
り
よ
い
子
育
て

の
場
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、保
護
者
の
勤
務
時
間

や
就
労
形
態
の
多
様
化
に
伴
い
、今

後
ま
す
ま
す
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
が

高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、志

賀
・
比
井
校
区
の
児
童
を
対
象
と
し

た
学
童
保
育
所
を
志
賀
小
学
校
敷
地

内
に
新
設
し
、今
秋
の
開
設
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、内
原
校
区

の
児
童
を
対
象
と
し
た
学
童
保
育
所

の
移
設
に
向
け
、内
原
小
学
校
に
隣

接
す
る
土
地
を
取
得
す
る
計
画
で
あ

り
、児
童
・
保
護
者
の
利
便
性
の
向

上
と
子
育
て
環
境
の
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

保
健
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、今

年
度
か
ら
健
康
推
進
員
制
度
の
導
入

や
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
実
施

す
る
人
間
ド
ッ
ク
健
診
に
係
る
費
用

を
昨
年
度
よ
り
20
人
分
増
額
し
、が

ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査
等
の
受
診

率
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
の
12
月
議
会
で
承
認

い
た
だ
き
ま
し
た
子
ど
も
医
療
費
の

無
料
化
拡
充
に
取
り
組
み
、医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、こ
れ
に
併
せ
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
補
助
に

保
健
事
業
や
福
祉
施
策
の
充
実

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
対
象
を
18
歳
ま
で
引
上
げ

�

学
童
保
育
所
を
志
賀
小
学
校
敷
地
内
に
新
設 阿尾地区で実施された避難訓練

現在の学童保育の様子
（中央公民館裏）
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障
害
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
度
に
お
い
て「
障
害
者
計
画
」「
障

害
福
祉
計
画
」を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、今
年
度
か
ら
１
市
５
町
に

よ
る
圏
域
で
の
障
害
者
計
画
を
新
た

に
策
定
し
、す
で
に
圏
域
で
取
り
組

ん
で
い
る
日
高
圏
域
障
害
福
祉
計
画

と
併
せ
、「
日
高
圏
域
障
害
者
プ
ラ
ン

２
０
１
５
」と
し
て
整
備
す
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、行
政
を
は

じ
め
障
が
い
の
あ
る
方
や
、そ
の
支
援

者
、関
係
者
の
み
な
ら
ず
、町
民
全
体

で
障
が
い
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、人
格
と
個
性
を
尊

重
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
、

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
の
実

現
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
の
方
の
元
気
を
支
援
し
ま
す

　
　
　

高
齢
者
外
出
支
援
事
業
の
継
続

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

地
域
ぐ
る
み
の
ケ
ア
体
勢
の
整
備

　
　
　

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計
画

�

介
護
予
防
事
業
に
よ
り
保
険
給
付
費
を
抑
制

　

次
に
、高
齢
者
外
出
支
援
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、年
々
利
用
さ
れ
る

方
が
増
え
、利
用
者
の
み
な
さ
ま
か

ら
大
変
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
方
、昨
年
度
の
地
域
福
祉
計
画

策
定
に
あ
た
り
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
地
区
懇
談
会
に
お
い
て
、

「
車
以
外
の
交
通
手
段
が
な
い
」「
バ

ス
の
運
行
本
数
が
少
な
い
」等
、移
動

手
段
へ
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
々
に
と
っ
て
は
、不
便
さ
を
感
じ

て
い
る
と
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。こ
う
し
た
ご
意
見
を
尊
重
し
、今

後
も
事
業
の
実
施
状
況
、財
政
状
況

等
を
十
分
精
査
し
、既
存
の
公
共
交

通
機
関
等
の
存
続
も
勘
案
し
た
中

で
、事
業
の
拡
充
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
者
の
就
業
の
希
望
に
応

じ
、地
域
に
密
着
し
た
就
業
機
会
を
提

供
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

つ
き
ま
し
て
は
、設
立
準
備
委
員
の
み

な
さ
ま
を
は
じ
め
、関
係
各
位
の
ご
協

力
に
よ
り
、昨
年
８
月
に「
日
高
町
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」と
し
て
、会

員
数
55
名
で
活
動
を
ス
タ
ー
ト
い
た

し
ま
し
た
。現
在
の
就
業
状
況
に
つ
き

ま
し
て
は
、徐
々
に
住
民
の
み
な
さ
ま

へ
浸
透
し
て
お
り
、「
ほ
ぼ
全
て
の
会

員
が
、依
頼
の
あ
っ
た
仕
事
に
就
業
し

て
い
る
」と
の
報
告
を
受
け
て
お
り
ま

す
。高
齢
者
の
就
業
の
場
と
し
て
の
登

録
会
員
の
増
員
と
、身
近
な
存
在
と
し

て
住
民
の
み
な
さ
ま
に
気
軽
に
ご
利

用
い
た
だ
け
る
よ
う
、セ
ン
タ
ー
運
営

に
つ
い
て
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

介
護
保
険
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、今
年
度
か
ら
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
の
期
間
に
入
り
ま
す
。介

護
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
に
お
い

て
意
見
を
聞
い
た
上
で
、現
行
の
標

準
六
段
階
か
ら
標
準
９
段
階
の
保
険

料
段
階
に
変
更
す
る
と
と
も
に
、介

護
保
険
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
、基

準
額
を
現
行
の
５
４
２
０
円
に
据
え

置
き
、負
担
能
力
に
応
じ
た
保
険
料

設
定
と
い
た
し
ま
し
た
。今
後
も
、高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、地
域
住
民
や
医
療
関
係
者
、

介
護
事
業
所
等
と
連
携
し
た
地
域
ぐ

る
み
の
ケ
ア
体
制
の
整
備
を
進
め
な

が
ら
、介
護
予
防
事
業
の
実
施
等
と

併
せ
て
保
険
給
付
費
の
抑
制
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

シルバー人材センター　活動の様子
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農
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

経
営
所
得
安
定
対
策
、多
面
的
機
能

支
払
、新
規
就
農
・
経
営
継
承
総
合

支
援
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、今
年

度
か
ら
第
４
期
対
策
と
な
る
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
事
業
を
引
き
続
き

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、後

継
者
不
足
が
進
む
中
、水
田
農
業
活

性
化
事
業
、農
地
利
用
集
積
円
滑
化

事
業
等
を
推
進
し
、農
地
の
有
効
利

用
並
び
に
遊
休
化
の
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、当
町
農
業
の
要
と
な
る
農

業
用
水
に
つ
き
ま
し
て
、日
高
幹
線

水
路
・
鉢
巻
水
路
の
水
源
の
基
と
な

る
若
野
頭
首
工
の
老
朽
化
が
著
し

く
、今
年
度
か
ら
県
営
に
よ
る
農
業

基
盤
整
備
促
進
事
業
に
よ
り
、改
修

工
事
を
４
か
年
計
画
で
実
施
し
て
い

く
計
画
で
あ
り
、そ
の
改
修
費
用
の

一
部
を
負
担
し
、安
定
的
な
農
業
用

水
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ノ
シ
シ
、タ
ヌ
キ
は
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
被
害
が
発
生
し

て
い
る
状
況
で
あ
り
、対
応
に
迫
ら
れ

て
い
る
農
家
の
方
々
の
ご
苦
労
は
、並

大
抵
の
こ
と
で
は
な
く
、喫
緊
の
課
題

で
あ
る
た
め
、各
支
援
を
今
年
度
も
引

き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。特
に

サ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、現
在
５
基
の

囲
い
わ
な
を
設
置
し
て
お
り
、平
成
25

年
度
は
31
頭
、平
成
26
年
度
で
は
現
在

ま
で
に
１
２
０
頭
を
捕
獲
し
て
お
り

ま
す
。こ
の
よ
う
に
一
定
の
効
果
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、県
の
リ
ー

ス
や
町
の
補
助
制
度
に
よ
り
、地
域
の

方
々
や
関
係
者
等
と
連
携
を
図
り
、被

害
の
減
少
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
業
の
振
興
と
有
害
鳥
獣
対
策

　
　
　

農
地
の
有
効
活
用
、遊
休
化
の
防
止

�

サ
ル
の
囲
い
罠
が
一
定
の
効
果

水
産
業
・
商
工
業
・
観
光
業
振
興

　
　
　

既
存
漁
港
施
設
の
老
朽
度
を
調
査

�
観
光
分
野
で
日
高
地
方
各
市
町
が
連
携

　

次
に
、水
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま

し
て
は
、漁
業
資
源
の
減
少
や
、漁
価

の
低
迷
、漁
業
従
事
者
の
高
齢
化
等
、

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳

し
く
、深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
、水
産
資
源
の
確

保
と
漁
価
の
安
定
等
を
図
る
た
め
、

今
年
度
も
引
き
続
き
、ク
エ
、ヒ
ラ

メ
、サ
ザ
エ
、伊
勢
エ
ビ
等
の
放
流
事

業
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、小
浦
・
比
井
・
田
杭
漁

港
に
お
き
ま
し
て
、既
存
漁
港
施
設
の

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
漁
港
施
設
機

能
保
全
事
業
に
よ
り
、施
設
の
老
朽
度

の
調
査
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、町
管

理
の
５
漁
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、漁
港

区
域
お
よ
び
海
岸
保
全
区
域
の
測
量

を
実
施
し
、デ
ー
タ
化
に
よ
る
区
域
の

管
理
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、小
規
模
事
業
者
の
経
営
安
定
を

図
る
た
め
、小
企
業
経
営
改
善
資
金

の
利
子
補
給
制
度
の
活
用
を
商
工
会

を
通
じ
、引
き
続
き
促
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

観
光
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、ク
エ
、熊
野
古
道
、西
山
お
よ
び

海
水
浴
場
等
、恵
ま
れ
た
観
光
資
源

を
生
か
し
つ
つ
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ

て
誘
客
に
努
め
、観
光
産
業
の
振
興

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

当
町
で
実
施
し
て
い
る
軽
ト
ラ
市
に

つ
い
て
、今
年
度
か
ら
日
高
地
方
の

各
市
町
が
連
携
し
、リ
レ
ー
方
式
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
、地
元
で
と

れ
た
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
等
を
地
域

住
民
や
観
光
客
等
に
提
供
す
る
と
と

も
に
、地
元
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

阿尾漁港

サルの囲い罠
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ま
た
、本
年
９
月
に
は
和
歌
山
国

体
が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
を
好
機
と

し
、当
町
は
も
と
よ
り
、日
高
地
方
関

係
市
町
と
連
携
を
図
り
、特
産
品
、観

光
の
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、温
泉
館「
海
の
里
」に
つ
き

ま
し
て
は
、オ
ー
プ
ン
か
ら
15
年
目

を
迎
え
ま
す
。昨
年
度
は
、レ
ジ
オ
ネ

ラ
菌
の
発
生
や
天
候
不
順
、小
浦
峠

崖
崩
れ
に
よ
る
県
道
の
通
行
規
制
等

に
よ
り
、利
用
者
の
み
な
さ
ま
に
は

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

今
後
は
、安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、一
層
の
安
全
対
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
12
月
末
に
は
、食
堂
部

へ
出
店
さ
れ
て
い
た
業
者
が
撤
退

し
、年
明
け
か
ら
食
堂
部
を
閉
鎖
し

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。現

在
ま
で
計
４
回
に
わ
た
り
、出
店
業

者
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、応
募

業
者
が
な
く
、食
堂
部
再
開
の
目
処

が
立
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。今
議

会
で
は
、食
堂
部
へ
の
出
店
に
際
し
、

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
使
用
料

に
つ
い
て
減
額
改
正
を
行
い
、業
者

が
応
募
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
増
客
に
努
め
、利
用
者
み
な
さ
ま

に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
運
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
交
通
網
の
整
備

　
　
　

県
道
・
町
道
に
お
け
る
工
事
継
続
や
計
画

�

長
さ
２
㍍
以
上
の
橋
り
ょ
う
の
点
検

町
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
う
え

か
ら
も
、住
民
生
活
と
密
接
に
関
連

す
る
生
活
道
路
を
は
じ
め
、基
幹
交

通
体
系
と
な
る
幹
線
道
路
網
の
整
備

　

住
民
の
日
常
生
活
や
地
域
経
済
、

社
会
活
動
の
維
持
発
展
に
道
路
は
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
資
本
で
あ

り
、町
づ
く
り
の
骨
格
形
成
並
び
に

を
計
画
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、継
続
事
業

と
し
て
、県
道
井
関
御
坊
線
原
谷
地
区

に
お
き
ま
し
て
、昨
年
度
に
引
き
続
き

工
事
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、県
道
御
坊
由
良
線
の
田
杭
・

阿
尾
間
、比
井
・
産
湯
間
、県
道
柏
御

坊
線
の
柏
・
中
志
賀
間
に
つ
き
ま
し

て
は
、早
期
の
工
事
実
施
に
向
け
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
明
日
の
日
高
町
を

担
う
人
材
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
小
・
中
学
校
の
連

携
強
化
の
も
と
、自
然
や
産
業
、人
材

な
ど
の
教
育
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、

確
か
な
学
力
、豊
か
な
心
、健
や
か
な

体
の
調
和
を
重
視
し
た「
生
き
る
力
」

を
育
む
教
育
活
動
の
推
進
、安
全
対
策

の
強
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
安
全
・
安
心
で
快
適

な
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
よ
う
、天

井
等
の
落
下
防
止
対
策
と
し
て
、日

高
中
学
校
屋
内
運
動
場
の
吊
り
天
井

を
撤
去
・
改
修
す
る
と
と
も
に
、今

　

町
道
関
係
で
は
、社
会
資
本
整
備
総

合
交
付
金
事
業
に
よ
り
、町
道
比
井
小

学
校
川
添
線
の
拡
幅
改
良
工
事
を
引

き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、津
波
浸

水
想
定
区
域
か
ら
の
避
難
に
効
果
的

な
町
道
高
家
中
央
線
に
つ
い
て
、測
量

設
計
を
実
施
す
る
ほ
か
、町
内
に
あ
る

長
さ
２
メ
ー
ト
ル
以
上
の
橋
り
ょ
う

に
つ
い
て
、長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の

橋
り
ょ
う
点
検
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

年
度
に
お
い
て
も
、備
品
等
の
整
備

を
行
い
な
が
ら
教
育
環
境
の
整
備
・

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、昨
年
度
の
学
校
支
援
員
は
、

小
学
校
に
７
名
、中
学
校
に
は
２
名
を

加
配
し
、普
通
学
級
で
の
個
に
応
じ
た

学
習
支
援
や
発
達
障
害
等
を
も
つ
児

童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。今
年
度
は
中
学
校
へ
の

加
配
を
１
名
増
員
し
、支
援
が
必
要
と

さ
れ
る
全
て
の
児
童
生
徒
に
対
応
で

き
る
よ
う
配
置
し
、学
習
環
境
の
一
層

の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

「
生
き
る
力
」を
育
む
教
育
活
動

　
　
　

日
高
中
学
校
屋
内
運
動
場
天
井
等
の
改
修

�

学
校
支
援
員
の
加
配

1月開催の軽トラ市
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次
に
、第
70
回
国
民
体
育
大
会
・

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
が
、９
月
26

日
か
ら
10
月
６
日
ま
で
の
期
間
で
開

催
さ
れ
ま
す
。こ
れ
は
、昭
和
46
年
に

開
催
さ
れ
た
第
26
回
国
民
体
育
大

会
・
黒
潮
国
体
以
来
、44
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、日
高
町
で
は
、少
年
男

女
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会
を
マ
ツ
ゲ
ン

ス
ポ
ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

10
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の
期
間
で

開
催
い
た
し
ま
す
。「
躍
動
と
歓
喜
、

そ
し
て
絆
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

「
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
日
高
町
実

行
委
員
会
」を
実
施
主
体
と
し
て
、関

係
機
関
お
よ
び
各
種
団
体
と
の
緊
密

な
連
携
の
も
と
、町
民
一
丸
と
な
っ

て
英
知
と
情
熱
を
結
集
し
た
大
会
実

現
を
目
指
し
ま
す
。ま
た
、全
国
か
ら

お
越
し
に
な
る
み
な
さ
ま
を「
お
も

て
な
し
の
心
」で
お
迎
え
し
、大
会
に

参
加
す
る
す
べ
て
の
人
が
躍
動
し
、

歓
喜
し
、交
流
と
絆
が
深
ま
る
大
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
に
つ
き
ま
し
て
は
、自

己
の
向
上
や
充
実
を
目
指
す
た
め
、

学
校
教
育
だ
け
で
な
く
公
民
館
教

室
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
自
然
体
験

等
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
る
学
習
活
動
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、安

定
的
に
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給
が

で
き
る
よ
う
、こ
れ
ま
で
に
配
水
池

の
緊
急
遮
断
弁
設
置
や
配
水
タ
ン
ク

の
耐
震
補
強
工
事
等
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。今
年
度
は
、一
部
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
送
水
管
の
布
設

替
え
を
実
施
し
、管
路
の
耐
震
化
を

進
め
、非
常
時
の
水
の
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
方
、下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、現
在
、町
内
全
域
に
お
け
る
生
活

排
水
処
理
率
は
80
パ
ー
セ
ン
ト
で
ご

ざ
い
ま
す
。今
年
度
は
、平
成
26
年
度

補
正
予
算
に
計
上
し
、全
額
を
平
成
27

年
度
予
算
に
繰
り
越
し
た
地
方
創
生

に
係
る
交
付
金
を
活
用
し
て
、新
規
に

集
落
排
水
処
理
施
設
に
接
続
す
る
方

を
対
象
に
、加
入
金
の
一
部
に
つ
い
て

助
成
し
、さ
ら
な
る
集
落
排
水
処
理
施

設
へ
の
接
続
率
の
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。ま
た
、公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
と
、衛
生
的
な
生
活
環
境
を
維

持
す
る
た
め
、個
人
設
置
型
で
あ
る
浄

化
槽
設
置
整
備
事
業
も
継
続
し
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
27
年
10
月
１
日
よ
り

　

第
70
回
国
民
体
育
大
会
・
紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体

�

「
躍
動
と
歓
喜
、そ
し
て
絆
」

安
定
的
か
つ
安
全
・
安
心
な
水
の
供
給

　
　

送
水
管
の
布
設
替
え
や
管
路
の
耐
震
化

�

集
落
排
水
処
理
施
設
へ
の
接
続
率
の
向
上

昨年秋のプレ大会
（ホッケー競技）

公民館教室（美肌ヨガ教室）
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紀
伊
内
原
駅
の
ト
イ
レ
改
修
に
つ

き
ま
し
て
は
、一
昨
年
よ
り
駅
舎
の
無

償
譲
渡
も
含
め
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
和
歌
山

支
社
と
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。ト
イ
レ
の
改
修
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、Ｊ
Ｒ
西
日
本
和
歌
山
支
社
が
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
、本
年
２
月

に
改
修
工
事
が
完
了
し
、３
月
末
に
は

ト
イ
レ
の
無
償
譲
渡
を
受
け
る
運
び

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、駅
舎
お
よ
び
駅
舎
周
辺

を
総
合
的
に
整
備
計
画
す
る
駅
舎
活

用
基
本
計
画
を
基
に
、駅
舎
の
無
償

譲
渡
に
向
け
て
、引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
西

日
本
和
歌
山
支
社
と
協
議
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、内
原
駅
構
内
運
営
委
員

会
に
よ
る
駅
運
営
と
駅
前
広
場
駐
車

場
の
管
理
継
続
に
よ
り
、駅
舎
を
地

域
に
親
し
ま
れ
る
活
動
の
場
と
し

て
、有
効
活
用
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（
平
成
27
年
３
月
議
会
に
お
け
る

�

施
政
方
針
演
説
抜
粋
）

紀
伊
内
原
駅
ト
イ
レ
の
改
修
工
事
が
完
了

　

駅
舎
の
無
償
譲
渡
に
向
け
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
協
議
継
続

�
地
域
に
親
し
ま
れ
る
活
動
の
場
と
し
て
有
効
活
用

改修が完了した紀伊内原駅のトイレ

国体通信
売店出店者を募集します

　紀の国わかやま国体日高町実行委員会では、
国体・大会参加者の便宜を図るとともに、本町
の魅力をPRするため競技会場（マツゲンスポー
ツグラウンド）に設置する売店の出店者を募集
します。

出店期間　平成27年10月１日（木）〜10月５日（月）
出店時間　午前９時〜競技終了後30分です。
　　　　　５日（月）は、午前中のみです。
１ブースの大きさ　２間（3.6ｍ）× ３間（5.4ｍ）
売店の出店条件等
・上記の期間中継続して出店できること
・下記の『売店で販売できる品目』に示す販売品
目のいずれかを販売できること
売店で販売できる品目
　国体関連グッズ、スポーツ用品、観光物産品（日
用家庭用品、農林水産物及びその加工品、地酒、菓子
等）、飲食物（地酒以外のアルコール飲料を除く）等

※大会関係者に実行委員会から弁当の斡旋が行われ、
清涼飲料・梅干しについては、おもてなしコーナーに
て無料で配ります。

出店者の決定
　申込みが多数の場合は取り扱い品目のバラン
ス等を審査の上、決定します。

※電気設備が必要な場合は、原則として各出店者で用
意して下さい。

申請方法
　申請書類は、教育委員会で配布します。所定の
申請書類に必要事項を記入の上、添付書類を添
えて、日高町教育委員会まで持参してください。
申込み締め切り
　５月29日（金）
お問い合わせ先
　日高町教育委員会（☎63・3812）

便座が洋式になりました
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期待と不安、夢と希望を胸に
−保育所や小・中学校で卒園式・卒業式−
　平成26年度も卒業式の時期を迎え、今年も町
内各所で卒園式・卒業式が執り行われました。

　内原保育所（田村真由美所長）では、3月28
日（土）、卒園児31人に保育証書が手渡されま
した。式では、卒園児が「うれしかったこと、がん
ばったこと、たくさん思い出ができました」と保
育所での思い出を振り返り、おわかれの歌「そつ
えんの日に」を合唱。
　風船のアーチをくぐって、大好きな内原保育
所から巣立っていきました。

　比井小学校（玉置雅已校長）では、3月23日
（月）に卒業生13人に卒業証書が贈られました。
式では、卒業生の小学校生活を納めた写真がス
ライド上映され、過ぎ去った6年間に思いを馳
せました。最後に卒業生らは「果てない空」を合
唱し、花のアーチをくぐって比井小学校から旅
立っていきました。

　日高中学校（坂田豊校長）では、3月9日（月）に
卒業生71人に卒業証書が授与されました。生徒
らは仲の良い友だちとの別れを惜しみながら、3
年間を過ごした校舎から羽ばたいていきました。

内原保育所

比井小学校

日高中学校
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課　

長　

級

議
会
事
務
局
出
向（
健
康
推
進
課
主
幹
）

�

中
井
　
　
篤

健
康
推
進
課
長
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

（
健
康
推
進
課
主
幹
兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）

�

西
　
　
裕
子

住
民
福
祉
課
副
課
長（
住
民
福
祉
課
主
幹
）

�

山
田
千
惠
美

税
務
課
副
課
長（
税
務
課
主
幹
）

�

上
谷
眞
由
美

税
務
課
副
課
長（
税
務
課
主
幹
）

�

堀
田
　
隆
也

教
育
課
副
課
長（
教
育
課
主
幹
）

�

上
田
多
満
留

主　

幹　

級

税
務
課
主
幹（
教
育
委
員
会
出
向
）

�

玉
置
　
尚
範

健
康
推
進
課
主
幹（
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
）

�

小
笠
原
浩
一

出
納
室
主
幹（
出
納
室
長
補
佐
）

�

田
中
　
佳
子

課
長
補
佐
級

教
育
委
員
会
出
向（
産
業
建
設
課
課
長
補
佐
）
�

仲
田
　
次
男

総
務
政
策
課
課
長
補
佐（
住
民
福
祉
課
課
長
補
佐
）

�

塩
路
　
晴
彦

健
康
推
進
課
課
長
補
佐（
健
康
推
進
課
係
長
）

�

中
筋
　
和
佳

健
康
推
進
課
課
長
補
佐（
健
康
推
進
課
係
長
）

�

井
玉
　
博
子

係　

長　

級

住
民
福
祉
課
係
長（
総
務
政
策
課
係
長
）

�

廣
田
　
麻
里

住
民
福
祉
課
係
長（
税
務
課
係
長
）

�

橋
本
　
祐
樹

産
業
建
設
課
係
長（
住
民
福
祉
課
係
長
）

�

石
方
い
づ
み

産
業
建
設
課
係
長（
上
下
水
道
課
係
長
）

�

戸
上
　
正
幸

志
賀
保
育
所
主
任
保
育
士（
比
井
保
育
所
主
任
保
育
士
）

�

川
端
　
雅
子

内
原
保
育
所
主
任
保
育
士（
内
原
保
育
所
保
育
士
）

�

原
　
　
千
真

比
井
保
育
所
主
任
保
育
士（
志
賀
保
育
所
保
育
士
）

�

山
下
美
恵
子

健
康
推
進
課
係
長（
健
康
推
進
課
主
査
）

�

成
瀬
　
加
奈

総
務
政
策
課
係
長（
総
務
政
策
課
主
査
）

�

楠
山
　
宏
樹

健
康
推
進
課
係
長（
健
康
推
進
課
主
査
）

�

原
　
　
佳
代

主　

査　

級

健
康
推
進
課
主
査（
産
業
建
設
課
主
事
）

�

芦
川
　
健
太

主　

事　

級

総
務
政
策
課（
新
規
採
用
）

�

初
井
　
美
里

健
康
推
進
課（
新
規
採
用
）

�

岩
﨑
　
　
稜

上
下
水
道
課（
新
規
採
用
）

�
下
村
　
悠
策

教
育
委
員
会
出
向（
新
規
採
用
）

�

三
井
田
　
迅

教
育
委
員
会
出
向（
再
任
用
）

�

﨑
山
　
純
司

退　

職　

者

（
議
会
事
務
局
長
）

�

﨑
山
　
純
司

（
健
康
推
進
課
長
）

�

清
原
　
久
和

（
志
賀
保
育
所
主
任
保
育
士
）

�

玉
井
　
徳
子

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。異
動
し
た
職
員
は
、次
の

と
お
り
で
す
。（　

）内
は
、旧
所
属
で
す
。

職
員

人
事
異
動
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お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

住民福祉課
お知らせ

国
民
年
金
保
険
料
額
が

�

変
わ
り
ま
し
た

　

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

額
は
、

と
な
り
ま
し
た
。

■
前
納
制
度（
保
険
料
の
前
払
い
）

　

前
納
制
度
を
利
用
し
、現
金
で
保

険
料
を
１
年
度
分
前
納
し
た
場
合
、

毎
月
払
い
と
比
べ
て
３
３
２
０
円
の

割
引
と
な
り
、６
か
月
分
前
納
で
も

７
６
０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

■
保
険
料
の
納
付
は
便
利
な

�

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と

さ
れ
る
の
で
、金
融
機
関
な
ど
に
行

く
手
間
が
省
け
る
う
え
、納
め
忘
れ

も
な
く
、と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、口
座
振
替
に
は
、当
月
分
保

険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ

と
に
よ
り
、月
々
50
円
割
引
さ
れ
る

早
割
制
度
や
、現
金
納
付
よ
り
も
割

引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
・
１
年
度

前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ
り
、大
変

お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、通
帳
、金
融

機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、ご
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
の
が

�

困
難
な
と
き
…

　

経
済
的
な
理
由
等
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予

に
な
る「
保
険
料
免
除
制
度
」や「
若
年

者
納
付
猶
予
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、学
生
の
方
に
は
、在
学
期
間

中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す
る「
学

生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、

万
一
、障
が
い
を
負
わ
れ
た
り
、亡
く

な
ら
れ
た
り
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、田
辺
年
金
事
務
所

（
☎
０
７
３
９･

２
４･

０
３
２
３
）

ま
た
は
住
民
福
祉
課（
☎
６
３･

３
８
０
０
）ま
で
。

月
額  
１
５
５
９
０
円

行
政
相
談
委
員　
　

皿
山
　
守
さ
ん

担
当
区
域　
　
　

日
高
町

委
嘱
期
間

　
　
　

平
成
27
年
４
月
１
日

�

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

日
高
町
担
当
の
行
政
相
談

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た お問い合わせは、

（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

行
政
相
談
委
員
と
は

　

同
委
員
は
、行
政
相
談
委
員
法
に
基
づ
き
、総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。み
な
さ
ま
の
相
談

相
手
と
し
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
な
ど
の
相
談
を
受
付
、そ
の
解
決
の
た
め
の
助

言
や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
の
仕
事
を

無
報
酬
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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地区担当民生・児童委員
担当地区 氏　　名 電話番号
原　　谷 奥田　幸代 63 - 2134
池　　田 玉井　かをる 63 - 2868
萩      原 粟田　幹 ６３ - ３４９４

東光寺・内の畑 神田　秀昭 63 - 2343
内原駅前 橋本　壽賀子 63 - 3465
荊　　木 中筋　智章 63 - 2105
高家北区 野田　宏治 63 - 3451
高家南区 西本　基 63 - 3427
小　　中 湯川　泰子 63 - 2170

柏 鈴木　加代子 64 - 2320
上 志 賀 戸上　曉子 64 - 2419
久　　志 畠山　澄男 64 - 2174
中 志 賀 新田　實 64 - 3000
下 志 賀 稲葉　豊一 63 - 3162
谷　　口 藤本　使朗 63 - 2800
小　　池 五對　文代 24 - 1312
小浦・方杭 中井　廣司 64 - 2921

比井・津久野 野尻　由紹 64 - 3122
小　　坂 武内　扶 64 - 2346
産　　湯 西　茂樹 64 - 2978
阿　　尾 木村　由利子 64 - 2324
田　　杭 清原　三鈴 62 - 2600

主任児童委員
内原地区 鈴木　眞由美 63 - 2789

志賀・比井崎地区 向井　照代 64 - 3134

新たに民生児童委員に就任された
西本　基さん（高家南）

　

平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
、新
た

に
高
家
南
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に

西
本
基
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

【
民
生
児
童
委
員
】

　

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、住

民
福
祉
の
身
近
な
相
談
、援
助
者
と
し

て
常
に
社
会
奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て

活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、主
任
児
童
委
員
は
、児
童
福

祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門
的
に
担
当

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、一

人
で
悩
ま
な
い
で
、ま
ず
地
区
担
当

の
民
生
児
童
委
員
さ
ん
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
他
の
地
区
担
当
民
生
児
童
委

員
、主
任
児
童
委
員
は
、左
表
の
方
々

で
す
。

新
た
に

西
本
さ
ん（
高
家
南
）が

民
生
児
童
委
員
に
就
任

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ

た
こ
の
日
を「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

し
た
り
、地
域
住
民
の
み
な
さ
ま
に

人
権
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

次
の
通
り
、特
設
人
権
相
談
を
開

設
し
ま
す
。１
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

日
　
時　

平
成
27
年
６
月
１
日（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所　

　

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
　
容

　

悩
み
ご
と
・
困
り
ご
と
・
人
権
相

談
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
を

�

ご
存
知
で
す
か
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　町では、高齢者の方が元気に安心して、買い物や通院などをしていただけるよう、
バス・タクシー利用料金の一部を助成しています。是非ご利用ください。

助成額および有効期限
　①お一人につき、年間1万2000円分を助成券で交付します。
　②利用者証および助成券の有効期限は、交付した日から
　　平成28年3月末までです。

対象者
　●町内に住民登録を有する75歳以上の方
　　※（注）・年度途中に満75歳になられた場合や転入された場合は、その翌月分

から利用可（但し、助成額は月割り交付となります）。
　　　　　・日高町福祉タクシー券助成事業の助成を受けている場合は、重複して

利用することはできません。

ご利用方法
　①�利用されるご本人が、利用料金のお支払いの際に「利用者証」

を乗務員に提示のうえ、助成券をお渡しください。
　②利用できるバス、タクシーは、下表の事業者です。

御坊第一交通 ☎63・2002 印南交通 ☎42・0105
川上タクシー ☎24・0200

南部タクシー ☎0739
　72・2133中紀河南タクシー ☎24・1001

港タクシー ☎65・3100 介護タクシーふくしん ☎20・5272
御坊有交タクシー ☎22・4141 愛あいケアタクシー ☎20・1090

御坊南海バス ☎22・1020 中紀バス ☎65・2222

■タクシー会社

■バス会社

75歳以上の方の
　お出かけを応援します

高齢者
外出支援事業

野
焼
き
は
法
律
で

�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い
て
、

煙
で
困
っ
て
い
る
」、「
ご
み
の
焼
却

で
灰
や
燃
え
か
す
が
、田
ん
ぼ
に

入
っ
て
困
る
」な
ど
の
苦
情
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
で
の
ご
み
の
焼
却
は
、近
隣

の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
だ
け
で
な

く
、ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
発
生
や
火
災

の
危
険
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
ム
缶
・
ブ

ロ
ッ
ク
囲
い
・
素

ぼ
り
の
穴
を
利

用
し
た
も
の
や
、

法
で
定
め
ら
れ
た
構
造
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
焼
却
炉
な
ど
に
よ
る
焼

却
は
、法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
に
、決
め

ら
れ
た
収
集
日
に
分
別
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
の
や
む
を

得
な
い
焼
却
な
ど
は
、法
律
で
例
外

的
に
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、焼
却

量
や
時
間
帯
、風
向
き
な
ど
を
考
慮

し
ま
し
ょ
う
。
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便
利
で
安
心
、確
実
な
口
座
振
替
制
度

の
ご
利
用
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、紀

州
農
業
協
同
組
合
、和
歌
山
県
信
漁

連
、紀
陽
銀
行
、き
の
く
に
信
用
金

庫
、近
畿
労
働
金
庫
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行

の
金
融
機
関
窓
口
ま
で
、口
座
振
替

さ
れ
る
通
帳
と
届
け
出
さ
れ
て
い
る

印
鑑
を
ご
持
参
の
上
、お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
付
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税 

務 

課

お
知
ら
せ

　

私
た
ち
が
豊
か
で
安
全
な
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
、み
ん
な
で
出
し
合
っ

て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で
す
。

　

平
成
27
年
度
の
各
町
税
の
納
期
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。納
期
限
ま
で
に
納

付
を
お
願
い
し
ま
す
。税
務
課
で
は
、

日高町
農・4 4 8

　

農
耕
作
業
用
の
車
両
で
公
道
を
利

用
す
る
場
合
、ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

を
付
け
な
い
で
運
転
す
る
と
道
路
運

送
車
両
法
に
違
反
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

現
在
、所
有
さ
れ
て
い
る
ト
ラ
ク

タ
ー
・
コ
ン
バ
イ
ン
・
乗
用
田
植
機

等
が
対
象
車
両
と
な
り
ま
す
の
で
、税

務
課
で
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、登
録
さ
れ
ま
す
と
翌
年
度

よ
り
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
現
在
、農
耕
作
業
用
車
両
に

黄
色
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
付
け

ら
れ
て
い
る
方
も
新
た
に
登
録
更
新

の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

農
耕
作
業
車
両
に
も

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

�

つ
け
ま
し
ょ
う

町税納期限一覧表
税　目 期　別 納　期　限

軽自動車税 全期分 4月30日

町 県 民 税

第1期分 6月30日

第2期分 8月31日

第3期分 11月2日

第4期分 翌年2月1日

固定資産税

第1期分 4月30日

第2期分 7月31日

第3期分 9月30日

第4期分 12月28日

国民健康保険税 1期〜10期 6月～翌年3月

町
税
の
納
期
限
を

�

お
知
ら
せ
し
ま
す

前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
度
の
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て

は
、固
定
資
産
税
を
第
１
期
分
に
、全
期
前
納

さ
れ
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、前
納
報
奨
金
付
納
付
書
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
取
扱
で
き
ま
せ

ん
。必
ず
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

　

町
民
の
み
な
さ
ま
、ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
、健
康
増
進
と
体
力
向
上
の
た

め
、ま
た
地
域
の
交
流
の
場
と
し
て
、

ふ
る
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

若
も
の
広
場
は
、紀
の
国
わ
か
や

ま
国
体
の
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
会（
少
年

男
女
）の
練
習
会
場
で
す
。今
回
の
改

修
費
用
の
一
部
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

く
じ
助
成
金
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た

も
の
で
す
。

若
も
の
広
場
の

フ
ェ
ン
ス
改
修
工
事
が

�

完
了
し
ま
し
た
!!
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段　　階
平成27年度の介護保険料

対　象　者
保険料率 保険料

（年額）

本
人
が
住
民
税
非
課
税
者

第１段階 基準額×０．５ 32,520

・生活保護受給者の方
・老齢福祉年金受給者で、世帯全員
が住民税非課税の方
・世帯全員が住民税非課税で、前年
の課税年金収入額と合計所得額の
合計が８０万円以下の方

第２段階 基準額×０．７５ 48,780
世帯全員が住民税非課税で、前年の
課税年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円超１２０万円以下の方

第３段階 基準額×０．７５ 48,780
世帯全員が住民税非課税で、前年の
課税年金収入額と合計所得金額の
合計が１２０万円超の方

第４段階 基準額×０．９ 58,530
世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが本人は住民税非課税で、前年の
課税年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円以下の方

第５段階
（基準）

１．０
（基準額）

月額５,４２０円
65,040

世帯の誰かに住民税が課税されてい
るが本人は住民税非課税で、前年の
課税年金収入額と合計所得金額の
合計が８０万円超の方

本
人
が
住
民
税
課
税
者

第６段階 基準額×１．２ 78,040 本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が１２０万円未満の方

第７段階 基準額×１．３ 84,550
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が１２０万円以上１９０万円
未満の方

第８段階 基準額×１．５ 97,560
本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が１９０万円以上２９０万円
未満の方

第９段階 基準額×１．７ 110,560 本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が２９０万円以上の方

健康推進課
お知らせ

お問い合わせは、
（☎63・3801）まで。

介
護
保
険
料
の

�

変
更
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
の
基
準
月
額
が

５
４
２
０
円
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、政
令
改
正
等
に
よ
り
介
護

保
険
料
の
段
階
が
、下
表
の
と
お
り

変
更
に
な
り
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
人（
第
１
号
被
保
険

者
）の
介
護
保
険
料
は
、平
成
27
年
度

か
ら
平
成
29
年
度
の
３
か
年
の
給
付

サ
ー
ビ
ス（
見
込
み
）や
地
域
支
援
事

業
に
要
す
る
経
費
等
の
総
額（
見
込

み
）か
ら
、40
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

（
第
２
号
被
保
険
者
）の
保
険
料
及
び

公
費
負
担
分
を
差
し
引
い
た
額
を
65

歳
以
上
の
人
数
で
割
っ
て
計
算
し
、

介
護
保
険
料
の
基
準
額
を
設
定
し
ま

す
。介
護
保
険
料
は
、被
保
険
者
の
平

成
26
年
中
の
所
得
、年
金
収
入
金
額

や
世
帯
の
住
民
税
課
税
状
況
に
応
じ

て
段
階
が
決
定
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、私
た
ち
の
介
護

保
険
財
政
を
支
え
る
大
切
な
財
源
で

す
。納
め
忘
れ
や
滞
納
が
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
、原
則
と
し
て
年

金
か
ら
の
天
引
き
の
特
別
徴
収
と
納

付
書
で
納
め
て
い
た
だ
く
普
通
徴
収

が
あ
り
ま
す
。普
通
徴
収
の
被
保
険

者
の
方
に
は
、納
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、健
康
推
進
課（
☎
６
３
・

３
８
０
１
）ま
で
。

介護保険の第 1号被保険者保険料について
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お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

下
水
道
へ
の
接
続
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

下
水
道
の
整
備
が
で
き
て
も
、み

な
さ
ま
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。下
水
道
事

業
に
加
入
済
み
で
、ま
だ
接
続
工
事

を
さ
れ
て
い
な
い
み
な
さ
ま
は
早
め

に
工
事
を
さ
れ
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、接
続
工
事
は『
日
高
町
排
水

設
備
指
定
工
事
店
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業
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で
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介
し
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ま
す
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　効果的な運動方法を学んで、いい汗をかいて、メ
タボリックシンドロームを予防・改善しませんか？
楽しく運動したい方、どなたでもご参加ください。

☆�医療機関にかかっている方は、運動制限について必ず
主治医にご相談ください。

内容

□動きやすい服装　□運動シューズ
□汗ふきタオル　□飲み物（お茶等）

メディカル＆フィットネス  アクオ
運動指導士

時　　間 場　　所
5月19日 火 13:30～15:00

日高町農村環境改善センター
6月17日 水 10:00～11:30
7月13日 月 13:30～15:00
9月16日 水 10:00～11:30

10月16日 金 13:30～15:00

ご用意いただく物 講　師

お申し込み・お問い合わせ先 健康推進課　☎63・3801

運 動 教 室 の ご 案 内

○ストレッチ
○初級エアロビクス
○ウォーキングフォーム
○筋力トレーニング

　地域･職域における健康づくりを推進するため、生活習慣改善の普及･啓発等、地域活
動に携わる人材の育成・確保を行います。
◆対 象 者：①御坊保健所管内にお住まいの方
　　　　　　②5回の講座を原則全て受講できる方
　　　　　　③�大学修了後、地域・職域等での健康づくりを推進するヘルスメイト・健康推進員と

して地域活動に参加する意思を有する方
◆場 　 所：御坊保健所
◆募集人数：35人　参加ご希望の方は、6月10日までに健康推進課（☎63・3801）まで。

講
座
内
容
と
日
程

日　時 項　目 講 座 内 容

1
平成27年
6月26日（金）
13:30 ～ 16:00

・開講式
・健康日高21（第2次）
・笑いと健康

オリエンテーション
◆健康日高21（第2次）
◆ラフターヨガ（笑いヨガ）で若返ろう

2 7月31日（金）
13:30 ～ 16:00

・管内の健康状況と生活習慣予防について
・管内の各種健診
・食品衛生と健全な生活環境

◆管内の健康状況と生活習慣予防について
◆管内市町健康状態と各種健診について
◆食中毒予防と食品添加物知識

3 8月21日（金）
13:30 ～ 16:00

・健康と栄養・食生活
・身体活動・運動

◆栄養の基礎知識食事バランスガイド
◆「ロコモチェックをしてみよう」
　〜今日からロコモトレーニング〜

4 9月11日（金）
13:30 ～ 16:00

・生活習慣病予防につながる食事 ◆�バランスを考えた献立の立て方
◆調理実習（バランス食）

5 11月13日（金）
13:30 ～ 16:00

・地区組織活動

・修了式

◆�食生活改善推進員（ヘルスメイト）の活動事例紹介
◆地域の健康づくりを考えよう（グループワーク）
修了証書授与

平成 27 年度「健康日高 21」

わっはっは笑いの大学　PartⅪ
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国家公務員採用
一般職試験（高卒者試験）
日程のお知らせ
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職場のトラブル相談しませんか

〜解決をお手伝いします〜
　労働局では、労働条件の変
更や解雇等職場における民事
上の様々な労働問題につい
て、総合労働相談コーナーを
設置し、相談等をお受けして
います。
　労働関係に関する労働者と
の間の紛争につきましては、労働局等の委任
する『紛争調整委員会によるあっせん』を利用
する事ができます。また、各相談コーナーにお
いて、個別労働紛争の未然防止や自主的解決
の促進のため、紛争当事者等に対し、情報の提
供、必要な助言等を行っています。個別労働紛
争等でお困りの事業主、労働者の方は、お気軽
にご相談ください。

【あっせんによる解決事例】
　労働者は、会社から「営業成績が悪い」とし
て解雇されたが、会社の解雇回避の努力もな
く、雇用契約期間の途中に解雇されたことが
納得できないとして、解雇の撤回または精神
的苦痛および経済的損害に対する補償を求め
て、あっせん申請を行った。結果、双方が早期
解決を望んだことなどから、会社が解決金○
○万円を支払うことで合意した。
■個別労働紛争解決制度に関するご相談
・和歌山労働局総合労働相談コーナー
　和歌山市黒田2-2-3
　（☎073･488･1020）
・御坊総合労働相談コーナー
　御坊市湯川町財部1132
　（☎0738･22･3571）　ほか

職場のトラブル相談しませんか

〜解決をお手伝いします〜
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３月３日（火）
　女の子の無事な成長・健康・幸せを願いひな祭りをしました！！
　みんなで歌いながらひな壇を作ったり、おひな様やお
内裏様のお洋服を着たよ〜☆

３月９日（月）
　今まで色んなキャラクターや動物のかわ
いい風船を作っていくヨッシーさん。
　子どもたちからも人気者！今回で最後と
いうことで、いっぱい作ってくれました。

３月１９日（木）
　４月から保育所にいく子には最後の
イベント（>_<）

お問い合わせは、
子育て支援センター（☎ 70･4140）まで。
（保健福祉総合センター内）

〜☆☆☆ひな祭り☆☆☆〜

〜☆☆☆ヨッシーさんのバルーンアート☆☆☆〜

〜☆☆☆お楽しみ会☆☆☆〜

※０〜３歳の未就園児とその
　�保護者の方が、対象となっ
ています。
※月〜金
　午前 9:00 〜 12:00
　午後 13:00 〜 16:00

クエっこランド♪だより
日高町子育て支援センター

５月のイベント予定♪♪♪

12日（火）　子育て広場　9:30〜11:30

15日（金）　散歩　10:30〜

20日（水）　散歩　10:30〜

26日（火）　おはなしの会　10:30〜

　　　　　　クエっこ測定

※行事予定は都合により変更する場合があります
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開室日…月曜日〜土曜日　AM8：30〜PM5：00
閉室日…日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間 日高町中央公民館（☎63・3811）

公 民 館 図 書 室 だ よ り

新着図書のご案内

新着図書のご紹介

☆夢をまことに� （山本　兼一）
　江戸時代後期、鉄炮鍛冶でありながら、飛行船
や潜水艇までつくろうとした国友一貫斎。さまざ
まな役に立つ道具を発明・考案した男の「夢をま
ことに」するための奮闘記。

おはなしの会
読み聞かせボランティア

募集中!!
　中央公民館では、子供たちに
本を読んでくれる方を募集しています。絵本や
読み聞かせに興味のある方はお気軽にお問い
合わせください。

☆へいわってすてきだね�（長谷川　義史）
　みんなのこころから、へいわがうまれるんだね。
2013年6月23日、沖縄平和祈念公園での沖縄全戦没
者追悼式で、小学校1年生の安里有生くんが朗読した
詩と、長谷川義史の絵で送る、平和へのメッセージ。

※新着図書は、一人２冊までの貸出となります

一般書

児童書

●叛徒 （下村　敦史）
●悪足掻きの跡始末 （佐藤　雅美）
●絶唱 （湊　かなえ）
●冷蔵庫を抱きしめて （荻原　浩）
●透明カメレオン （道尾　秀介）
☆夢をまことに （山本　兼一）
●図書館の魔女  鳥の伝言 （高田　大介）
●暗闇・キッス・それだけで （森　博嗣）
●桑港特急 （山本　一力）
●クックパッドのおいしい厳選　定番レシピ

（クックパッド株式会社）

●世界の雪景色 （海野　弘）
●地図と写真から見える
　日本の街道歴史を巡る� （街道めぐりの会）
●島と人類 （足立　陽）
●みずうみのほうへ （上村　亮平）

●み〜んなパンダ （石井　聖岳）
☆へいわってすてきだね （長谷川　義史）
●おばけのあんみつ （国松　エリカ）

など、全部で２４冊！

みなさんのお越しを
お待ちしています!!
みなさんのお越しを
お待ちしています!!

《一般書》 《児童書》
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保健だより 

年に１度は特定健診、
 がん検診を受けましょう！
年に１度は特定健診、
 がん検診を受けましょう！
年に１度は特定健診、
 がん検診を受けましょう！

あなたの健康は家族の幸せあなたの健康は家族の幸せ

健診のお申込み・お問い合わせは、
� 健康推進課（☎63・3801）まで。

　増え続ける生活習慣病の危険を高める、メタ
ボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予
防・改善に重点を置いた「特定健診」を今年も
実施します。
　生活習慣病は、自覚症状がないまま進行して
いきます。そのため、健診による健康管理は生活
習慣病を発見する第１歩となります。健診結果
で悪い部分があれば、食事、運動、禁煙等生活習
慣を改善することで、生活習慣病の発症を防ぐ
ことができます。そうすることで、健康に生活で
きる期間が延び、家族の医療費を節約できます。
　その大切な健診ですが、受けていない方が多
くいらっしゃいます。町国民健康保険加入者で
は、健診対象者1,569人の内７割1,056人の方
が未受診となっています。（平成25年度法定報
告値）
　生活習慣病の発症や重症化を予防するため

には、年に１度は受診することが大切です。今
年も下記の日程で集団健診を実施しますので、
自分の健康状態をチェックしましょう。

※�特定健診は、ご加入の医療保険者が40歳〜75歳ま
での方を対象に実施します。医療保険証で加入して
いる医療保険者を確認のうえ、医療保険者の指示に
従って受診しましょう。

　我が国では、がんは死亡原因の第1位を占め、
総死亡の約3割を占めています。
　平成25年の日高町の死亡者数は85人。このう
ち、がんによる死亡は25人で、全体の3割を占め、
死因の第1位となっています。
　がんの発症には、喫煙、食事、運動などの生活
習慣が大きく関わっており、生活習慣改善が発
ガンのリスクを低下させます。また、定期的にが
ん検診を受けることでがんを早期に発見し、治
療することが可能になってきています。がんは、
進行した段階で初めて症状が出る場合が多く、
早期のがんでは、症状がでることがほとんどあ
りません。早期発見・早期治療のために、年に１
度のがん検診を受けましょう。

※�職場健診などで、がん検診を受診する機会のない方
は、町のがん検診を受診していただけます。

生活習慣病を発見・予防するために特定健診を受けましょう

年に1度はがん検診を受けましょう

月日 曜日 受付時間 健診場所 備 考

６月24日 水 7:30〜8:30 比井㟢漁村センター
田杭・
産湯巡回

６月27日 土 7:30〜9:30 比井小学校（体育館）

７月１日 水 7:30〜8:30 小浦公民館

７月７日 火 7:30〜8:30 日高町文化会館 小池巡回

７月11日 土 7:30〜9:30 志賀小学校（体育館）
柏・久志・
上志賀巡回

７月25日 土 7:30〜9:30 日高町農村環境改善センター 池田巡回

８月４日 火 7:30〜8:30 萩原公民館

８月９日 日 7:30〜9:30 内原保育所

８月21日 金 7:30〜8:30 荊木公民館

８月28日 金 7:30〜8:30 日高町保健福祉総合センター 下志賀巡回

平成27年度　集団健診日程表
（特定健診・胃・大腸・胸部・乳房・前立腺検診）
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きしゅう君

御坊警察署
高家駐在所
　　林　 正樹

比井駐在所
　　岡野 敏之
　 23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.pref.
wakayama.lg.jpです。
ご利用ください。
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ブ

レ
ー
キ
を
踏
む
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。常
に
前
車
の
動
き
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
安
全
運
転
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

道
路
交
通
状
況
を
確
か
め
て
、交
差
点
や
カ
ー
ブ
で

は
速
度
を
落
と
し
、安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
帰
り
道
は
要
注
意
！

　

帰
り
道
は
疲
れ
か
ら
、注
意
力
や
思
考
力
が
鈍
り
反

応
時
間
も
遅
れ
ま
す
。最
悪
の
場
合
、居
眠
り

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。疲

れ
た
ら
、す
ぐ
に
車
を
止
め
て
十
分
な
休
憩
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

①
自
転
車
は
、車
道
が
原
則
、歩
道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、車
道
よ
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

　

○
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進
の
禁
止

　

○
夜
間
は
ラ
イ
ト
点
灯

　

○
交
差
点
で
の
信
号
遵
守
・一
時
停
止
・
安

全
確
認

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

安
全
で
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
を

自
転
車
の
安
全
利
用
５
則
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

最
近
、日
高
町
内
に
お
い
て
、自
転
車
が
盗
ま

れ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

盗
ま
れ
た
自
転
車
の
ほ
と

ん
ど
が
鍵
を
掛
け
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

ほ
ん
の
少
し
自
転
車
か
ら

離
れ
る
時
で
も
、鍵
を
掛
け

ま
し
ょ
う
。

自転車盗に注意! 春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日
〜
５
月
20
日

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

５
月
11
日
〜
５
月
20
日

自転車の安全利用の
促　進



　

広報ひだか 2015.5月号25

山
百
合
短
歌
会
詠
草

か
し
わ
餅
　
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
賑
や
か
に「
も
う
出
来
た
か
」の
笑
顔
に
会
え
ず

仲
田
美
智
子

猿
の
声
真
近
に
聞
こ
ゆ
里
道
に
所
々
に
糞
を
残
し
て

鍵
本
　
和
代

年
老
い
て
西
方
浄
土
の
阿
弥
陀
さ
ま
短
歌
作
り
に
我
な
に
を
せ
ん

西
岡
美
智
子

寄
せ
て
来
る
波
の
音
に
も
思
い
出
す
言
葉
あ
り
し
と
友
話
そ
む

玉
井
か
を
る

早
春
に
菜
の
花
揺
れ
い
る
公
園
は
明
る
さ
広
げ
人
を
待
ち
お
り

庵
戸
眞
知
子

大だ
い
ふ
く

福
山
で
春
の
息
吹
を
聞
き
た
く
て
御
酒
を
供
え
南
風
吹
く
を
待
つ

中
西
　
　
優

主
な
き
寂さ
び

ゆ
く
庭
に
紅
の
今
し
落
ち
た
り
椿
一
輪

奥
田
　
房
子

温
も
り
の
じ
ょ
じ
ょ
に
失
せ
ゆ
く
マ
メ
タ
ロ
ウ
撫
で
て
又
撫
で
撫
で
て
い
る
だ
け

小
山
　
和
代

定
ま
ら
ず
足
腰
痛
む
我
が
夫
婦
ど
ず
い
て
お
く
れ
エ
ン
マ
大
王

野
㞍
　
　
功

大
寒
を
過
ぎ
て
な
お
咲
く
山
茶
花
の
紅
を
散
ら
し
て
風
容
赦
な
き

松
原
　
昌
子

鉄
砲
の
乾
き
し
音
の
山
峡
に
三
発
響
く
　
鹿
仕
留
め
し
か

曽
根
　
邦
子

風
過
ぎ
る
度
に
木
と
木
の
擦
れ
る
音
耳
す
ま
し
聞
く
山
の
静
け
さ

北
垣
　
鈴
子

腰
痛
の
安
け
く
あ
れ
と
願
う
湯
の
み
ど
り
に
透
け
る
バ
ス
ク
リ
ー
ン
の
香深

海
三
千
代

秀
つ
枝
よ
り
綻
び
初
め
て
忽
ち
に
雪
か
と
ま
が
ふ
八
重
の
白
梅

和
田
　
路
子

水
溜
り
に
小
皺
寄
せ
つ
つ
風
の
む
た
吹
き
ぬ
け
て
ゆ
く
寒
明
け
の
朝

馬
谷
美
代
子

防災ひとくちメモ  vol.31
高齢者の避難について

　自然災害では、高齢者の被害が
多くなる傾向があります。高齢者
が安全に避難するには「正しい情
報を早めにつかみ」「周囲の人と
協力して」「早めに避難する」こと
が重要です。
　避難情報は、災害の危険が高
まった時に町から出されるものです。避難情報が
出たら、すみやかに避難行動を取れるようにして
おくことが大切です。避難情報の緊急性は、「避難
準備情報」「避難勧告」「避難指示」の順に高まりま
す。高齢者など、避難に時間のかかる方は、避難準
備情報が出された段階で避難を始めるようにし
ましょう。
　災害時には地域の繋がりが自らの助けになり
ます。特に高齢者は単独での避難が難しい場合
があるので、訓練や自主防災組織に参加したり、
いざというときの援助を頼んでおくと良いで
しょう。

消火器の耐用年数

新規購入
消火器具等 税込価格

簡易消火具（スプレー式） ￥1,800

消火薬剤1.2㎏型 ￥6,500

消火薬剤3.0㎏型 ￥7,500

住宅用火災警報器 ￥4,000

詰め替え
消火器種類 税込価格

消火薬剤1.2㎏型 ￥2,000

消火薬剤1.5㎏型 ￥2,000

消火薬剤2.0㎏型 ￥2,600

消火薬剤3.0㎏型 ￥3,500

●消火器の引き取りのみ…￥1,000
※�消火薬剤型の消火器を新規購入された場合のみ、古い消火器

の引き取りが無料になります

消火器を販売するために、こちらから訪問する
ことはありません。
悪徳商法や詐欺には十分注意してください。

注
意

【連絡先】 日高町消防団事務局（☎63・2051）

日高町消防団

消火器斡旋料金一覧表

10年程度10年程度

防災ひとくちメモ  vol.31



※気象警報等が発表されたときは、中止または延期になる場合があります。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

日
高
町
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

（
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

●
18
日（
月
）　

13
時
〜
16
時

﹇
費
用
﹈無
料

●
12
日（
火
）

﹇
対
象
﹈乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

﹇
時
間
﹈9
時
30
分
〜
11
時

子

育

て

広

場

子

育

て

広

場

●
7
日（
木
）

﹇
対
象
﹈H
23
年
9
月
〜
10
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

３

歳

児

健

診

３

歳

児

健

診

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

心
配
ご
と
相
談
合
同
相
談
所

日

高

町

中

央

公

民

館

日
高
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

●
19
日（
火
）　

10
時
〜

お

は

な

し

の

会

お

は

な

し

の

会

●
13
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
26
年
12
月
16
日
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

H
27
年
1
月
31
日
生

　
　
　

H
26
年
6
月
16
日
〜
7
月
31
日
生

◎
受
付
／
12
時
30
分
〜
13
時
20
分

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

4
か
月
児
・
10
か
月
児
健
診

●
6
月
3
日（
水
）

﹇
対
象
﹈H
25
年
9
月
〜
11
月
生

◎
受
付
／
13
時
〜
13
時
50
分

1
歳
6
か
月
児
健
診

1
歳
6
か
月
児
健
診

●
19
日（
火
）

◎
時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

﹇
内
容
﹈ス
ト
レ
ッ
チ
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
、

　
　
　

初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

運

動

教

室

運

動

教

室

国民年金にゆとりをプラス。
自分で入る公的な個人年金。

税金がおトクで、※掛金は全額社会保険控除

年金が増えて、

今にゆとり

老後にゆとり

フリーダイヤル 0120－65－4192
〒640-8137 和歌山市吹上2丁目1番22号 和歌山県日赤会館6階

和歌山県国民年金基金

資料請求・ご相談
お問い合わせは

国 民 年 金 基 金

　広報ひだか2015.5月号 26

HDK3-061
長方形
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10 11 12 13 14 15 16

31 6/1 32 4 5 6

24 25 27 28 29 30

17 18 19 20 21 22 23

26

3 4 5 6 7 8 9

4/26 27 28 29 30 5/1 2

暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 暮らしのカレンダー 
日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　  

2015年5月
May

※印の詳細は、右ページのインフォメーションをご覧ください。

・子育て広場※
 （ふれあいセンター）

・おはなしの会※
 （中央公民館）
・運動教室※
 （農改センター）

・人権相談・行政相談・
心配ごと相談合同相
談所開設※
 （ふれあいセンター）

・小型プラスチックごみ

・介護保険料
 第1期分納期限

・小型プラスチックごみ

・資源ごみ

・複雑ごみ

・粗大ごみ
 （田杭・阿尾・産湯・
小坂）

・粗大ごみ
 （比井・津久野・小浦・
方杭・小杭・柏）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 振替休日

昭和の日

・3歳児健診※
 （対象：H23年9月～
10月生）
（ふれあいセンター）

・4か月児・10か月児健診※
 （対象：H26年12月16日～
H27年1月31日生、H26年
6月16日～7月31日生）
（ふれあいセンター）
・資源ごみ

・献血

・1歳6か月児健診※
 （対象：H25年9月～
11月生）
（ふれあいセンター）
・複雑ごみ

■ ケーブルプラス電話とは、Z T Vと K D D I が提携し、
  提供する固定電話サービスです。

新サービス

只今好評受付中

※＠ビリングまたはMyビリング利用料金割引なしで、
　紙請求書発行ありの場合の住宅用1級取扱局プッシュ回線
　利用料金です。
　（その他の回線種別・取扱局は料金が異なります。）

月々
292円
おトク！

年間
3,504 円
もおトク！

お客様センター
0120-222-505

1,436
1,728円/月
NTT 加入電話

基本料金

1,436円/月
ケーブルプラス電話

基本料金※

（平日・土・日・祝 9：00～17：30）

月額基本料金＆通話料がおトク！

月額

電話

円

■月額基本料金

月額基本料金とは別にユニバーサルサービス料が
毎月必要となります。
（平成27年1月現在：2.16円）

ケーブルプラス電話間
24時間通話無料

HDK3-061
長方形
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TOWN information 

町の人口と世帯 

平成27年3月31日現在
人　口 7,890人
　男 3,761人
　女 4,129人
世帯数 3,067戸

日
高
町
民
憲
章 

　

人
が
町
を
つ
く
り 

　
　
　
　
町
が
ひ
と
を
つ
く
る 

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し 

　
快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し 

　
心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み 

　
健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
知
恵
を
出
し
　
汗
を
流
し 

　
活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち
　
ふ
れ
あ
い
を 

　
大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す 

町内、サークル・クラブ名鑑町内、サークル・クラブ名鑑
町内で活躍されている文化活動団体をご紹介するコーナーです。

vol.17

歌って楽しく見て楽しく
　コーラスグループの「クエ・クレモンティー
ヌ」は、20代を中心に20人弱の方が参加さ
れ、歌って踊って、様々なジャンルの曲に挑
戦されています。
　熱い指導をされている満澤由美先生は「１
人ひとりの声の特徴を活かして、個人指導の
ようなレッスンをしています。歌う曲も、ゴス
ペルや演歌、民謡、ポップスなど幅広く、楽し
く練習しています」と話されていました。
　レッスンは毎月１回で、日曜日に中央公民館
２階で実施されています。また、今年中には同
場所でミニコンサートも開催予定だそうです。

　詳しくは、日高町中央公民館（☎63･
3811）まで。

コーラスグループ  クエ・クレモンティーヌ

「『地元に愛されるコーラス』をテーマに、
　　　　　　　楽しくレッスンに励んでいます」
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